
BIKE TOWER 5  取扱説明書

このたびは「バイクタワー５」をお買い求めいただきましてありがとうございます。
バイクタワーは２台の自転車を上下２段に保持できる省スペース型収納台で，オプションのクレードルセット
を追加することで，最大４台までの自転車を表裏両面で保持することができます。
主支柱は 1.7 ｍ〜 3.1 ｍの間で自由に長さ調整ができ，天井と床との間に突っ張らせて設置します。
上部カップにはバネが内蔵されており，工具なしで簡単に設置・移動させることができます。
以下の説明をよく読み，安全に正しくお使いください。

注意していただきたいこと

●バイクタワーは通常の２輪自転車専用です。重い電動自転車やタンデム車を取り付けたり，
　支柱に壁面パネルなどの自転車以外のものを取り付けたり，あるいは支柱を水平に使いそこに
　自転車をぶら下げるなど，この説明書で指示されていない用途には使用しないでください。
●バイクタワーは天井に対してバネで押す力で設置されます。天井は梁が通り十分な強度を持つ
　場所にのみ設置してください。また床もしっかりと安定した場所に設置してください。
　強度不足の場所に設置すると，倒れたりして怪我や損害の原因となります。

!!

!

バイクタワーは天井と床との間で垂直
にセットして使用してください。
傾いたまま設置されると十分な安定を
確保できなくなり，何かの衝撃で外れ
て転倒してくる恐れがあります。

バイクタワーの支柱の長さをセッ
トする際は，上部カップの直下に
赤い部分が見えなくなるまで十分
に支柱を伸ばしてください。
赤い部分が見えるということは，
まだ長さが足りないという意味で，
それにより正常な荷重の保持がで
きていないことを意味しています。

赤い部分が見えていたらダメ

天井は，十分な強度を持っ
た梁が通っている場所を選
んでください。梁がない板
のみの場所だと，バネの力
で天井を突き破ってしまう
恐れがあります。

天井梁構造材

天井板
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バイクタワーの組み立て方
＜各部品の名称＞

クレードル
取り付け枠

角度調整板
（突起がある方が前面）

アルミステー

クレードルフック

上部ゴムカップ

上支柱（細）

ジョイント

下支柱（太）

底部ゴムカップ

支柱高さ範囲：
　1.7 〜 3.1 メートル

1 まず最初にジョイントの下側のボルトをしっかりと締め込んで
おきます。
続いて上側のボルトを緩め，支柱を伸ばしていきます。
下支柱を床に付けた状態で上支柱を天井に向かって伸ばしてい
き，上部ゴムカップが天井に触れたところで，いったんジョイ
ントのボルトを仮締めします（まだここでは本締めする必要は
ありません）。（図Ａ）

ボルトは仮締めのまま

2 いったん支柱を天井と床との間から外します。このとき支柱の
長さが変わってしまわないように注意してください。
この長さからさらにあと 20 ミリだけ支柱を伸ばし，その位置
でジョイントのボルトをしっかりと締め込んでください。
（図Ｂ）

! ジョイントのボルトの締め付けが緩いままだと，
自転車をクレードルに載せた荷重で上支柱がずり
落ちてきてしまいます。しっかりと締め付けてく
ださい。
ただし極端な締め付けすぎはボルトやジョイント
を破損させてしまいますので注意してください。

1）ボルトを緩める

3）ボルトを締める

2）20ミリ伸ばす

支柱の長さ調整のしかた

（図Ａ）

（図Ｂ）
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クレードルの組み立て方

1

（図Ｃ）

まずクレードルフックをアルミステーに取り付けます。（図Ｃ）
クレードルフックは，自転車への傷つき防止のためアルミス
テーの背面に取り付けてください。

2 クレードル取り付け枠に角度調整板を重ね，その上にアルミス
テーを重ねます。
これら３つを長い方のM6x20 ボルトで取り付けます。
角度調整板の長孔部分には短い方のM6x15 ボルトをねじ込み
ます。これはまだ本締めしなくても構いません。（図Ｄ）

（図Ｄ）

（図Ｅ）

（図Ｆ）

3

4

一度ボルトを抜いてステンレスバンドセットを分解します。
ステンレスバンドを支柱に巻き付け，バンドの端をもう一方の
端と四角ナットとの隙間に差し込みます。
この姿勢を維持したまま樹脂ブラケットを被せ，クレードル取
り付け枠の上部の孔を通したボルトをねじ込んで固定します。
（図Ｅ）

! ステンレスバンドは，クレードル取り付け枠の上側に
使用しなければなりません。Ｕ字型の端は下側になり，
単に支柱に当たっているだけになります。（図Ｆ）

ステンレスバンドのボルトはしっかりと締め込んでお
いてください。緩んだままだと自転車を載せたときに
ずり落ちてくることがあります。

アルミステー

クレードル
フック

M6x20 ボルト（長い方）

M6x15 ボルト（短い方）

ステンレスバンド

樹脂ブラケット

!

ステンレスバンドセット

Ｕ字型フックは支柱に
当たっているだけ

部屋へのバイクタワーのセットのしかた

まず支柱を持ち，上部ゴムカップに内蔵されているバネを縮め
るように力を入れて天井に押し当てます。このとき支柱は斜め
に傾いています。
そのまま下側をずらしていき，支柱を垂直に立てていきます。
完全に垂直になったら静かに支柱を下ろします。（図Ｇ）

（図Ｇ）
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2
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! 支柱を立てたとき，上部ゴムカップの下に赤い部分が見えていたら，まだ十分に支柱を
伸ばしていません。そのままだと荷重でバイクタワーが転倒してくる恐れがあり，危険
です。
いったんバイクタワーを取り外し，設置したとき赤い部分が見えなくなるように正しく
支柱の長さを調整してから，再び設置し直してください。

バイクタワーはどの方向からも垂直に設置してくだ
さい。斜めになったままだと荷重がかかったときに
突然天井から外れて転倒する恐れがあります。

!

5 最後にクレードルの角度を調整します。
クレードルの角度を変えるには，角度調整板の下側のボルトを緩め，
適当な角度になるまでクレードル全体を持って回転させ，最後にす （図Ｈ）

ステンレスバンドのボルトがねじ込めないときは

ステンレスバンドセットに内蔵されている四角ナットは正方形ではなく，実は長方形です。四角ナットの向き
を正しくセットしてください。
またバンドの端は必ず箱状のハンド端と四角ナットとの間に差し込んでください。バンドの端同士を重ねただ
けだとしっかりと固定できないばかりか，バンドを破損させることになります。

日常の点検について

事故防止のため，以下の点を定期的に点検してください。
異常があったときはすぐに使用を中止し，販売店にご連絡ください。
	 １．支柱やジョイントが変形したり亀裂が入っていないかどうか。
	 ２．溶接箇所に錆が浮いたり変形がないかどうか。
	 ３．各部のボルトがしっかりと締め付けられているかどうか。

お問い合わせ先
＜販売元＞	 	 	 	 	 	 ＜製造元＞
株式会社　深谷産業	 	 	 	 株式会社　箕浦
〒460-0015　名古屋市中区大井町 1-38	 	 〒 503-2305　岐阜県安八郡神戸町神戸 1197-1
Phone (052) 321-6571 / Fax (052) 332-3166		 Phone (0584) 27-3131 / Fax (0584) 27-7505

Email fk.info@fukaya-sangyo.co.jp			   Email  infodesk@minoura.jp / Web www.minoura.jp

（図Ｉ）

日本製

安全な自転車のフック場所

長い
短い

樹脂
ブラケット

ステンレスバンド

四角ナット
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べてのボルトをしっかりとねじ込みま
す。（図Ｈ）
自転車はできる限り左右にずれないよ
うに，フックをフレームの接合部分な
どに掛けるようにしてください。
（図Ｉ）

お問い合わせの際は，まずお買い求めになった販売店にご連絡ください。


